
令和６年度 八丈町校長会 

 

Ⅰ 目的 

八丈町立小学校教育の振興及び充実･発展を目指し、会員並びに教職員の資質の向上を図る

研修･研究活動の推進、教育環境に係わる条件整備の充実を推進していく。併せて、会員相互

の連携及び相互扶助、親睦を深める。  

 

Ⅱ 主な活動・取組  

１ 研修・情報共有・意見交換 

(1) 定例校長会・校長連絡会 

八丈町教育委員会主催。月１回。小・中合同で開催。教育長、教育課長、庶務係長、教

育庁八丈出張所副所長、課長代理、指導主事が参会し、事務伝達及び意見交換を実施。各

校より状況報告を行い情報の共有を行っている。連絡会には都立八丈高等学校長も参加。 

 (2) コミュニティ・スクールに向けての取組 

令和７年度に町立小中学校すべての学校がコミュニティ・スクールとなる。昨年度から

準備を進めてきた。今年度は組織づくりを固め、地域・保護者への理解を進め、学校運営

協議会を年度内に開催し、令和７年度からは本格的に進められるようにしていく。 

(3) 指導的な役割  

八丈町教育委員会主催の各種委員会及び教育庁八丈出張所主催の教員研修会での指導を

行う他、町及び地域諸団体主催の行事への協力等を行っている。  

(4) 経営研修 

      学校経営を担う人材育成を目指し実施 

       ・開講式 令和６年５月２７日（月） 講話：八丈町教育委員会 教育長 

     対象：副校長、教育管理職選考受験者、任用審査対象者、各種選考受験者 

    ・論文指導 町内の校長が担当して実施 （経営研修担当が担当の割り振りを計画） 

    ・面接指導 受験者につき２回実施  受験時期に合わせて設定 （７月～10 月） 

    ・閉講式 令和６年１２月      講話：教育庁八丈出張所 副所長 

(5) 学校経営研修会  

八丈町の教育の充実と発展に向けたテーマを各校設定し、自校での実践報告と総括を年

度末に発表し、教育長、教育委員及び教育出張所副所長より指導講評をいただく。  

・令和７年２月２１日（金）  

(5) その他  

島しょ校長会、東京都へき地教育研究協議会、関東甲信越へき地教育研究連盟、全国へ

き地教育研究連盟の会員として、それぞれの団体と連携した活動を行っている。 

・東京都へき地教育研究協議会総会 令和６年８月１日 

・東京都へき地・小規模校教育研究発表会 令和６年８月１日 

・第 73 回全国へき地教育研究大会兵庫大会 令和６年 10月 10・11 日 

   

 



２ 小中一貫教育の推進 

 (1) 学園（１小学校１中学校で学園を構成している）交流を実施 

学園ごとに交流学習、合同行事、協力授業、授業参観、教職員の情報交換、情報共有

等、地域の特色を生かした連携の工夫をしている。小中学校のみならず、八丈町における､

保育園から高等学校までの一貫した教育の推進を行っている。 

   (2) 町教育研究会での小中一貫教育の取組 

    町教育研究会は、小学校、中学校の教員で各教科等の部会を組織し、義務教育を見通し

た小中９年間において育む資質・能力を研究の視点とし、授業研究を通して授業力の向上

を図る。年間３回実施。都立八丈高等学校及び都立青鳥特別支援学校八丈分教室の教員も

賛助会員として参加している。 

 

Ⅲ 特色・特徴等 

  ＜木島平村との交流＞ 

  長野県木島平村立木島平小学校・八丈町立小学校３校・青ヶ島村立青ヶ島小学校の５校の５

年生の児童が交流活動を行っている。 

５月：木島平村から種をいただいて、田植え。  １０月：稲刈り 

７月：木島平小の児童が八丈島へ来島し交流。 

２月：八丈町立小学校３校と青ヶ島小の児童が木島平村の雪山へ。スキー・そり等で交流。 

 

＜遠泳大会＞ 

八丈町立小学校３校の６年生が合同で開催。八重根漁港で全員で約 1㎞泳ぐことを目標に夏

休みも練習に励む。今年度は９月１０日に実施予定。当日は、海難救助隊・警察・港湾・漁協

関係者等多くの皆様が協力してくださり、安全に実施できている。 

 

  


